
平成２５年３月

つくばエクスプレス線 （秋 葉 原 駅 出 入 口 等 増 設 ）工事

に係るコスト縮 減について

鉄道・運輸機構では、平成 20 年 3 月に策定した第 2 期中期計画に基

づき、受託工事に係るコスト縮減の状況等について、外部有識者から

なる「鉄道工事受託審議委員会」にて検証いただくとともに、その結

果についてホームページで公表することとしております。

受託工事のうち、つくばエクスプレス線（秋葉原駅出入口等増設）

工事については平成 24 年 9 月までに工事が完了するとともに、同月よ

り施設供用を開始しており、平成 25 年 2 月 28 日に同委員会において

当該工事のコスト縮減の状況等について審議いただきましたので、そ

の結果について、下記のとおりお知らせいたします。

記

・別添資料について、鉄道工事受託審議委員会において検証された。



つくばエクスプレス線

（秋葉原駅出入口等増設）工事に係る

コスト縮減の検証について

別 添



- 1 -

鉄道・運輸機構は、首都圏新都市鉄

道㈱から秋葉原駅出入口等増設工事

（土木・建築・機械）の委託を受け、

工事を施工しました。この工事は、安

全の確保及び旅客サービスの充実とい

う観点から秋葉原駅の乗り換え改善の

ため出入口等の増設を行うものです。

当初、見込額は 19.7 億円でしたが、

あらゆる分野でのコストの縮減に努め

た結果、2.0 億円のコスト縮減（縮減

率：10％）を達成しました。その結果、

建設費総額は、17.7 億円となりまし

た。

コスト縮減の主な項目

協定額

（計画額） 実行額

5

10

15

（億円）

19.7 17.7

縮減額

△ 2.0

（10％減）

0

●つくばエクスプレス線秋葉原駅出入口等
増設工事

■■土土木木 ⇒⇒ △△11５５00 百百万万円円（（主主なな縮縮減減項項目目））

①地質を再評価し地盤改良を見直す・・・・・・・・・・△60 百万円

②協議の結果、夜間作業の一部を昼間作業に変更・・・・△40 百万円

③協議の結果、埋設管の復旧方法を変更・・・・・・・・△50 百万円

20
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①地質を再評価し地盤改良を見直す

地盤改良（杭径２.０ｍ）

地盤改良（杭径２．０ｍ） * ２４本

平面図
凡例

下水管

ガス管

ＳＭＷ

Ａ部

Ｂ部Ｂ部

当初

変更

地盤改良（杭径２.０ｍ）

地盤改良（杭径２．０ｍ） * ２４本

地盤改良（杭径３．５ｍ） * ３本

地盤改良（杭径３．５ｍ）

平面図

平面図

凡例

下水管

ガス管

凡例

下水管

ガス管

ＳＭＷ

ＳＭＷ

Ａ部

Ｂ部Ｂ部

Ａ部

（解説）

仮土留工の施工は、遮水性を考慮した地下連続地中壁で計画をして、埋設管（下水道

管・ガス管）敷設箇所等の窓開箇所は、横矢板と地盤改良（杭径２.0ｍ）を併用する計

画としました。

その後、地質状況から地山を再評価した結果、Ａ部については地盤改良の杭径を 2.0

ｍから 3.5ｍに変更し、本数を大幅に減少することが出来ました。（7 本⇒３本）

また、Ｂ部については当時の施工で埋戻しに使用した流動化処理土を再評価した結果、

地盤改良無しで施工が出来ました。

その結果、地盤改良の杭径変更及び本数減によりコスト縮減が図れました。

コスト縮減額 △60 百万円
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道路管理者との協議経過

当初協議

再協議

昼間作業無し

一部作業を昼間に変更

条件

資材搬入時間帯制限（10時～14時間）

資材運搬車の車種制限（10t以下）

作業内容

仮土留工

開削工

鉄筋組立

型枠組立

コンクリート打設

埋戻し

一部を昼間作業に変更

②協議の結果、夜間作業の一部を昼間作業に変更

（解説）

本工事は、交通量の非常に多い秋葉原駅前での施工となることから、交通管理者か

らの指導もあり第三者（一般通行者・公共交通）に影響を及ぼす作業は夜間作業で計

画をしました。

その後、さらなるコスト縮減を図るため、交通管理者との再協議（搬入時間・搬入

方法を再検討し、第三者に対する影響を最小化した）により昼間の資材搬入が可能と

なったことから、路下作業の型枠・鉄筋組立等を昼間作業に変更したことにより、躯

体構築費のコスト縮減が図れました。

コスト縮減額 △40 百万円
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③協議の結果、埋設管の復旧方法を変更

当初

受け台

ガス管φ300㎜

（鋼管）

流動化処理土

流動化処理土

下水管φ600㎜

（硬質塩ビ管）

ガス管φ300㎜

（鋼管）

下水管φ600㎜

（硬質塩ビ管）

復旧断面図

復旧断面図

断面図

断面図

断面図

ガス管

ガス管

受け台
ガス管

山砂

流動化処理土

下水管

躯体

ガス管
山砂

流動化処理土

下水管

躯体

変更後

（解説）

躯体は、地上からの開削工法で構築されることから、躯体構築範囲に埋設されているライ

フライン（ガス管Φ300 ㎜・下水菅Φ600 ㎜）は、工事中には一時的に吊防護をして施工

しています。

躯体構築後の埋め戻しは、上部を土砂で埋め戻す計画で、ガス管は堅固な受防護により沈

下防止対策を講じてから土砂で埋め戻す計画としていました。

その後、下水事業者との再協議により、下水管が流動化処理土で全面埋戻しができること

で、流動化処理土でガス管下部まで施工できることから、ガス事業者と再協議した結果、受

防護工が不要となりコスト縮減が図れました。

コスト縮減額 △50 百万円
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飯 島 英 胤 東レ株式会社特別顧問

入 江 健 二 東京地下鉄株式会社常務取締役
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